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老年看護とEvidence-Based Nursing 老年看護における根拠とは何か、高齢者に対する根拠に基づく
看護とは何かについて考察し、自己の考えを発表する。

老化による認知機能・心理的機能の変化
とアセスメント②

高齢者の認知機能のアセスメントを臨地で用いる際の具体例を
発表し、有効性について検討する。

高齢者と薬物動態 高齢者に及ぼす薬理作用の特徴をふまえ、高齢者の薬物療法と
看護について考察する。

高齢者とリハビリテーション② 高齢者の生活リハビリテーションを臨地で行う際の具体例を発
表し、有効性について検討する。

老化による社会的機能の変化とアセスメ
ント

高齢者にとっての社会的環境や社会的変化が、高齢者の健康生
活にどのような影響を与えるかについて考察する。

高齢者とリハビリテーション① 高齢者にとってのリハビリテーションの意味や、回復期リハビ
リテーション病棟の役割と特徴、生活リハビリテーションにつ
いて考察する。

高齢者施設における看護の役割・実践 高齢者施設の現状と課題
高齢者施設における看護の専門性

End-of-Lifeにおける看護① 高齢者にとっての終末期の特徴や、終末期看護のあり方につい
て考察する。

End-of-Lifeにおける看護② 高齢者の終末期看護を臨地で実践する際の具体例を発表し、よ
り効果的な援助について検討する。

老化による認知機能・心理的機能の変化
とアセスメント①

老化による認知機能への影響や、老化による心理的側面への影
響、高齢者の認知機能のアセスメントについて考察する。

老化による身体的機能の変化とアセスメ
ント①

老化による身体的側面への影響と機能の変化や、高齢者の身体
機能のアセスメント、高齢者のフィジカルアセスメントについ
て考察する。

老化による身体的機能の変化とアセスメ
ント③

高齢者の身体機能のアセスメント、高齢者のフィジカルアセス
メントを臨地で用いる際の具体例を発表し、有効性について検
討する。

CGA(Comprehensive Geriatric
Assessment)とチームアプローチ②

CGAのを臨地で用いる際の具体例を発表し、有効性について検討
する。

受講者への
メッセージ

主体的・積極的に参加することを期待します。

特に指定しません。

老化による身体的機能の変化とアセスメ
ント②

高齢者の身体機能のアセスメント、高齢者のフィジカルアセス
メントを臨地に適用するための具体的な実践方法について検討
する。
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成績評価方法
(基準)

CGA(Comprehensive Geriatric
Assessment)とチームアプローチ①

CGA(高齢者総合的機能評価法）や、CGAを用いたチームアプロー
チについて考察する。

Ebersole P., Hess P. et al(2015):Toward Healthy Aging: Human needs & nursing response.9th ed, Mosby.
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老化による身体的・心理的・社会的機能の変化と生活への影響を看護判断の基盤とし、高齢者が持つ複雑な健康問題に対して
アセスメントする能力を養う。

プレゼンテーション40％、レポート40％、演習に取り組む姿勢20％

1．老化による身体的・心理的・社会的機能の変化をふまえ、生活への影響についてアセスメントすることができる。
2．高齢者の医療・リハビリテーションの特徴について説明できる。
3．保健医療福祉専門職の連携・チームアプローチにおける看護の役割について自己の見解を述べることができる。
4．老年看護学の実践における専門性と自己の課題について述べることができる。

備考

選択
区分

コース
必修

老年看護学演習ⅠＡ
Gerontological Nursing
Seminar Ⅰ

履修
年次

1年次
前期

科目
区分

未定

演習

科目等
履修生単位数

(時間)

ﾃﾞｨﾌﾟﾛ
ﾏ・ﾎﾟﾘ

ｼｰ
（DP）

３.地域の特性や変化する社会のニーズを的確に捉え、看護学教育および実践看護学に関する課題を追及していける
研究能力を身につけている。

１．多様化・複雑化・高度化する看護ニーズを的確に捉え、看護の特定領域における高度な看護実践能力や総合的
な調整能力を身につけている。
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